
九

歩

ー
ー
広
島
芸
術
学
会

年

日

の

み

平

成

七

年

度

活

動

報

告

V
平
成
七
年
七
月
二
十
三
日
(
日
)

第
九
回
総
会
・
大
会
は
広
島
市
現
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
被
爆
印
周
年

記
念
展
・
ヒ
ロ
シ
マ
以
後
l
現
代
美
術
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
l
」
の
見
学
か
ら
始
ま
っ

た
。
そ
の
後
、
中
区
千
田
町
の
広
島
大
学
・
旧
総
合
科
学
部
百
五
号
室
へ
会
場
を
移

し
た
。
総
会
で
は
平
成
六
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
の
ほ
か
に
か

ね
て
よ
り
事
務
局
案
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
新
委
員
が
承
認
さ
れ
た
。
委
員
十
七

名
、
監
査
二
名
の
ほ
か
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
三
名
、
事
務
局
長
一
名
も
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
平
成
七
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
聞
か
れ
た
大
会
で
は
、
広
島
大
学
総
合
科
学
部
の
西
村
雅
樹
氏
が
「
世

紀
末
ウ
ィ
ー
ン
の
都
市
改
造
」
を
、
同
大
学
工
学
部
の
石
丸
紀
興
氏
が
「
戦
後
印
年

の
広
島
の
景
観
変
遺
|
被
爆
建
物
の
景
観
を
含
め
て
」
を
発
表
し
た
。

大
会
終
了
後
は
、
全
日
空
ホ
テ
ル
の
匡
上
ビ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
で
発
表
者
や
遠
来
の
会

員
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
開
催
し
た
。

V
九
月
二
十
日
(
水
)

米

公

子

門

「
会
報
」
第
三
十
四
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
三
十
二
回
例
会
の
発
表
要
旨

(
報
告
者
・
中
尾
和
恵
、
清
永
修
全
)
の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
広
島
大
学
か
ら
山
形
大

学
に
赴
任
、
新
た
に
東
北
芸
術
文
化
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
斎
藤
稔
氏
の
「
広
島
芸

術
学
会
と
の
連
携
を
期
待
し
て
」
、
イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
は
入
野
忠
芳
氏
の
「
ヒ
ロ
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シ
マ
印
・
入
野
忠
芳
・
香
川
龍
介
・
田
谷
行
平
展
」
、
リ
レ
l
コ
ラ
ム
に
は
、
池
田

一
憲
民
に
「
目
」
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

V
十
月
八
日
(
日
)

第
三
十
三
回
例
会
は
、
第
十
六
回
現
代
日
本
彫
刻
展
が
開
催
さ
れ
て
い
た
宇
部
市

野
外
彫
刻
美
術
館
お
よ
び
宇
部
市
内
に
点
在
す
る
彫
刻
作
品
を
見
学
し
た
。
案
内
役

は
広
島
市
現
代
美
術
館
学
芸
員
の
出
原
均
氏
。
参
加
者
は
二
十
二
名
だ
っ
た
。

V
十
二
月
一
日
(
金
)

「
会
報
」
第
三
十
五
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
三
十
三
田
例
会
「
宇
部
の
彫
刻

の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
市
川
秀
雄
氏
の

散
歩
」
の
見
学
記
(
報
告
者
・
岡
村
裕
恵
)



「
脱
毛
」
、

イ
ベ
ン
ト
リ
ポ
ー
ト
は
ヤ
ン
・
ヨ
ー
コ
・
ヨ
ン
ジ
ャ
氏
の
「
ヨ

l
コ
・
オ

ノ
・
今
・
祈
念
コ
ン
サ
ー
ト
」
、

リ
レ
1
コ
ラ
ム
に
は
難
波
清
司
氏
に
「
(
タ
イ
ト
ル

な
し
)
」
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

V
十
二
月
十
六
日
(
土
)

第
三
十
四
回
例
会
を
R
C
C文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。
比
治
山
大
学
現
代
文

化
学
部
の
寺
本
泰
輔
氏
が
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
美
術
批
評
の
難
易
に

つ
い
て
」
を
、
広
島
市
立
大
学
情
報
科
学
部
の
栗
山
繁
氏
と
芸
術
学
部
の
中
嶋
健
明

氏
が
「
芸
術
+
技
術
+
対
話
の
理
論
」
と
い
う
テ
l
マ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
C
A
D
の

未
来
」
と
「
芸
術
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
環
境
の
利
用
」
を
発
表
し
た
。
参
加
者

は
二
十
名
。

例
会
後
、
同
セ
ン
タ
ー
の
喫
茶
室
を
借
り
き
り
、
講
師
を
囲
ん
で
懇
親
会
を
持
つ

た。V
三
月
一
目
(
金
)

「
会
報
」
第
三
十
六
号
を
発
行
。

掲
載
記
事
は
、
第
三
十
四
回
例
会
の
発
表
要

旨
(
報
告
者
・
吉
本
由
江
、
吉
本
麻
美
)
の
ほ
か
、
巻
頭
言
は
広
島
工
業
大
学
の
水

田
一
征
氏
「
我
輩
は
教
師
で
あ
る
。
し
か
も
デ
ザ
イ
ン
の
・
:
」
、

イ
ベ
ン
ト
リ
ポ

l

ト
は
広
島
中
央
女
子
短
期
大
学
の
津
島
由
里
子
氏
が
広
島
市
現
代
美
術
館
で
開
催
さ

れ
て
い
た
「
岡
本
太
郎
展
」
に
つ
い
て
報
告
、

リ
レ
l
コ
ラ
ム
に
は
、
作
家
の
好
永

良
子
氏
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

V
三
月
十
六
日
(
土
)

第
三
十
五
回
例
会
を
メ
ル
バ
ル
ク
広
島
で
開
催
し
た
。
最
初
に
広
島
大
学
大
学
院

修
士
課
程
の
郎
雅
恵
氏
が
「
樋
口
一
葉
の
小
説
に
お
け
る
愛
の
構
造
」
を
発
表
、
続

い
て
画
家
の
薮
野
圭
一
氏
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お
け
る
創
作
活
動
「
ア
メ
リ
カ
あ
る

き
」
を
報
告
し
た
。
参
加
者
は
二
十
八
名
。

V
五
月
十
四
日
(
火
)

第
三
十
六
回
例
会
の
「
徳
山
市
美
術
博
物
館
見
学
旅
行
」
の
案
内
を
葉
書
で
会
員

に
送
付
し
た
。

V
五
月
二
十
六
日
(
日
)
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第
三
十
六
回
例
会
は
平
成
七
年
九
月
に
開
館
し
た
ば
か
り
の
徳
山
市
美
術
博
物
館

を
訪
れ
た
。
ま
ず
最
初
に
、
当
学
会
員
で
あ
り
同
館
副
館
長
の
森
川
紘
一
郎
氏
か
ら

同
館
設
立
の
経
由
、
今
回
の
特
別
展
「
手
塚
治
虫
展
」
と
常
設
展
示
に
つ
い
て
の
解

説
を
受
け
、
そ
の
後
各
自
自
由
に
見
学
し
た
。
「
手
塚
治
虫
展
」

で
は
、
漫
画
の
原

画
の
ほ
か
に
、
昆
虫
少
年
だ
っ
た
手
塚
が
図
鑑
を
綿
密
に
模
写
し
た
甲
虫
図
鑑
や
昆

虫
を
テ
i
マ
に
し
た
論
文
や
小
説
を
盛
り
込
ん
だ
ノ
l
ト
な
ど
、
実
存
す
る
十
五
冊

が
公
開
さ
れ
て
い
た
。
常
設
の
展
示
室
の
一
つ
に
は
、
徳
山
が
生
ん
だ
日
本
の
代
表

的
写
真
家
、
林
忠
彦
の
作
品
や
愛
用
の
カ
メ
ラ
な
ど
、
ま
た
も
う
一
つ
に
は
、
先
史

時
代
か
ら
近
代
ま
で
の
徳
山
の
歴
史
を
た
ど
る
実
物
資
料
と
レ
プ
リ
カ
な
ど
が
展
示

さ
れ
て
い
た
。
参
加
者
は
十
四
名
。



V
六
月
十
日
(
月
)

「
会
報
」
第
三
十
七
号
を
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
三
十
五
回
例
会
で
の
発
表
要

旨
(
報
告
者
・
中
尾
和
恵
、
下
村
智
子
)
、
第
三
十
六
回
例
会
の
徳
山
市
美
術
博
物

館
見
学
記
(
報
告
者
・
吉
本
由
江
)
の
ほ
か
、
巻
頭
言
に
松
田
弘
氏
の
「
か
ち
が
ら

す
」
、
リ
レ
l
コ
ラ
ム
に
は
日
本
画
家
の
船
田
奇
本
氏
に
「
震
災
の
街
か
ら
」
を
寄

稿
し
て
い
た
だ
い
た
。
例
会
案
内
と
し
て
、
広
島
芸
術
学
会
十
周
年
記
念
大
会
の
予

告
を
掲
載
し
た
。

V
六
月
二
十
九
日
(
土
)

「
会
報
」
第
三
十
八
号
を
発
行
。
広
島
芸
術
学
会
十
周
年
記
念
大
会
の
日
程
、
詳

細
な
内
容
を
掲
載
し
た
。
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《
平
成
八
年
六
月
末
現
在
、
法
人
会
員
十
五
法
人
、
個
人
会
員
百
九
十
四
名
(
特

別
会
員
六
名
、

一
般
会
員
百
七
十
五
名
、
学
生
会
員
十
三
名
)
》
。

(
こ
め
か
ど
・
き
み
こ

広
島
芸
術
学
会
事
務
局
)




